
卒
業
お
め
で
と
う
！！

卒
業
お
め
で
と
う
！！

（
韮
崎
市
立
中
学
校
卒
業
式
）

（
韮
崎
市
立
中
学
校
卒
業
式
）
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特集

本年度は、新型コロナウイルス感染症の予防対策や経済対策も踏まえ、「第７次総合計画」や本年度は、新型コロナウイルス感染症の予防対策や経済対策も踏まえ、「第７次総合計画」や
「第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略」を着実に推進し、市民の皆さんと協働で、「すべて「第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略」を着実に推進し、市民の皆さんと協働で、「すべて
の人が輝き 幸せを創造するふるさと にらさき」の実現に取り組んでいきます。の人が輝き 幸せを創造するふるさと にらさき」の実現に取り組んでいきます。

◆
子
育
て
支
援
の
充
実

　

妊
婦
の
健
康
管
理
の
充
実
と
経

済
的
負
担
等
を
軽
減
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
の
標
準
的
な
妊
婦
健
康

診
査
に
加
え
、
追
加
検
査
ま
で
助

成
を
拡
充
し
ま
す
。

　

ま
た
、
不
妊
治
療
に
つ
い
て
、

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
治
療
の
延

期
や
所
得
減
少
の
た
め
、
治
療
が

困
難
に
な
っ
た
場
合
な
ど
の
特
例

に
あ
わ
せ
、
所
得
要
件
等
を
拡
大

し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
育
児
休
業
制
度
を
利

用
す
る
男
性
労
働
者
と
中
小
企
業

等
の
事
業
主
に
対
し
奨
励
金
を
支

給
す
る
制
度
を
創
設
し
、
男
性
の

育
児
参
加
の
促
進
や
家
庭
に
お
け

る
仕
事
と
の
両
立
を
支
援
し
ま
す

（
詳
し
く
は
４
ペ
ー
ジ
）。

＊印は特別会計

特 集
「すべての人が輝き 幸せを創造するふるさと にらさき」「すべての人が輝き 幸せを創造するふるさと にらさき」

1 成年後見制度中核機関体制
整備事業費 3,433

2 みんなで支える地域福祉推進
事業費 3,311

3 老人福祉センター管理運営費 17,697

4 デイサービスセンター管理
運営費 2,885

5 障害者自立支援給付費等負担
事業費 746,377

6 重度心身障害者医療費助成
事業費 106,853

7 生活困窮者自立相談支援
事業費 4,405

8 生活保護施行事業費 304,434

＊ 国民健康保険運営事業費 3,094,962

＊ 後期高齢者医療保険運営
事業費 330,633

＊ 介護保険運営事業費 2,571,183

1 夢を持ち、明日を担う人材を育む
　 まちづくり

2 思いやりあふれる福祉のまちづくり

予算額（千円）

予算額（千円）

◆
学
校
教
育
の
充
実

　

こ
れ
ま
で
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
に
基
づ
き
、
１
人
１
台
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
整
備
を
進
め
、
全

校
の
教
員
を
対
象
に
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
研
修
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。

1 子ども医療費助成事業費 110,797

2 子ども・子育て支援事業費 328,103

3 保育園運営費 238,426

4 母子健康診査事業費 23,979

5 母子健康教育事業費 1,261

6 小中学校運営事業費 142,272

7 小中学校教育振興事業費 66,927

8 小中学校情報システム管理費 43,768

9 グリーンロッジ管理運営費 6,380

10 民俗資料館管理運営費 6,715

◆
地
域
福
祉
体
制
の
確
立

　

判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
の
財

産
や
権
利
な
ど
を
守
る
た
め
、「
韮

崎
市
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基

本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
中

核
機
関
を
設
置
し
、
関
係
機
関
が

連
携
す
る
こ
と
で
、
制
度
の
利
用

促
進
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

◆
高
齢
者
福
祉
の
充
実

　

昨
年
度
に
策
定
し
た
「
第
８
期

高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画
」
の
も
と
、
介
護
保
険
料

を
据
え
置
き
、
引
き
続
き
、
高
齢

者
が
生
き
が
い
を
も
ち
、
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
施
策
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

令和3年度当初予算と主要事業令和3年度当初予算と主要事業

～ チーム韮崎で 活力ある まちづくり ～～ チーム韮崎で 活力ある まちづくり ～

夢
を
持
ち
、
明
日
を
担
う
人
材
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

思
い
や
り
あ
ふ
れ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　

今
年
度
は
、
全
て
の
教
室
に
電

子
黒
板
を
配
備
す
る
ほ
か
、
個
別

学
習
や
グ
ル
ー
プ
討
議
な
ど
の
協

働
学
習
支
援
ソ
フ
ト
を
導
入
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
学
習
支
援
員
を
増
員
し
、
指

導
体
制
の
充
実
に
も
努
め
ま
す
。
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◆
医
療
体
制
の
充
実

　

こ
れ
ま
で
も
診
療
機
能
の
一
層

の
充
実
の
た
め
、
医
師
の
確
保
に

努
め
て
き
ま
し
た
が
、
山
梨
大
学

の
協
力
に
よ
り
、
４
月
か
ら
眼
科

の
常
勤
医
師
と
救
急
専
門
医
の
資

格
を
持
つ
非
常
勤
医
師
の
派
遣
が

実
現
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
質
の

高
い
医
療
の
提
供
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実

市
営
総
合
運
動
場
体
育
館
の
建

設
は
、
避
難
所
と
し
て
機
能
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
観
点
か
ら
、

有
識
者
の
専
門
的
な
知
見
も
踏
ま

え
、
韮
崎
中
央
公
園
周
辺
を
候
補

地
と
し
て
、
今
後
「
整
備
基
本
計

画
」
の
見
直
し
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
建
設
か
ら
約
50
年
を
経

過
す
る
穴
山
屋
内
運
動
場
に
つ
い

て
は
、
新
し
い
施
設
の
設
計
と
既

存
施
設
の
解
体
工
事
に
着
手
し
ま

す
。

◆
住
宅
・
宅
地
の
整
備

　

定
住
人
口
の
減
少
対
策
と
良
好

な
住
環
境
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、

「
民
間
宅
地
開
発
事
業
奨
励
金
」

の
対
象
区
域
を
拡
大
す
る
な
ど
の

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
祖
母
石
、
藤
井
、
竜
岡

に
あ
る
定
住
促
進
住
宅
へ
の
入
居

者
の
増
加
を
図
る
た
め
、
内
装
等

の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。
入
居

期
限
が
過
ぎ
た
栄
住
宅
は
、
老
朽

化
が
著
し
く
、
今
後
、
跡
地
の
再

活
用
を
図
る
た
め
、
解
体
工
事
を

実
施
し
ま
す
。

1 健康ふれあいセンター管理運営費 42,158

2 健康教育事業費
(健康ポイント事業含む） 1,474

3 予防接種事業費 74,318

4 がん検診事業費 50,647

5 新型コロナウイルスワクチン接種
事業費 168,025

6 社会体育振興事業費 12,731

7 スポーツコミッション事業費 2,050

8 地域体育館建設事業費 53,776

9 総合運動場整備事業費 18,443

＊ 韮崎市立病院運営事業費 2,919,949

3 元気で健やかに暮らせるまちづくり
予算額（千円）

＊印は企業会計

元
気
で
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
強
い
ま
ち
づ
く
り

美
し
い
ふ
る
さ
と
を
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り

1 地域猫等対策事業費 884

2 美しいまちづくり事業費 1,113

3 廃棄物処理対策事業費 71,178

4 資源リサイクル推進事業費 22,111

5 ごみ減量アクションプラン推進
事業費 2,648

6 民間宅地開発促進事業費 4,610

7 市営住宅改修事業費 25,945

8 定住促進住宅改修事業費 132,787

9 中央公園管理費 19,986

10 浄化槽設置促進事業費 10,521

＊ 水道運営事業費 1,410,236

＊ 簡易水道運営事業費 21,339

＊ 公共下水道運営事業費 1,888,811

5 美しいふるさとを誇れるまちづくり
予算額（千円）

＊印は企業会計

4 安全・安心に暮らせる強いまちづくり
予算額（千円）

1 消防団運営事業費 54,123

2 消防ポンプ自動車整備事業費 20,233

3 災害対策事業費 74,609

4 高齢者タクシー利用助成事業費 5,859

5 道路施設長寿命化推進事業費 94,653

6 市単独道路整備事業費 192,913

7 市道（神山）39号線道路整備事業費 20,151

8 市道（神山）27号線等道路整備事業費 20,020

9 市道（穴山）５号線道路整備事業費 3,542

◆
防
災
体
制
の
強
化

　

浸
水
想
定
区
域
等
の
見
直
し
に

伴
い
、
平
時
か
ら
の
危
機
意
識
の

醸
成
や
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
も
周

知
す
る
た
め
、
浸
水
の
被
害
が
想

定
さ
れ
る
地
域
の
電
柱
な
ど
に
、

危
険
性
を
知
ら
せ
る
表
示
板
を
設

置
す
る
と
と
も
に
、
指
定
避
難
所

で
あ
る
こ
と
を
示
す
看
板
を
設
置

す
る
ほ
か
、
避
難
所
の
ト
イ
レ
の

洋
式
化
も
進
め
ま
す
。

◆
公
共
交
通
網
の
整
備

昨
年
度
実
施
し
た
市
民
乗
合
タ

ク
シ
ー
の
実
証
実
験
を
踏
ま
え
、

利
用
実
績
の
あ
っ
た
交
通
不
便
地

域
等
に
対
し
、
高
齢
者
タ
ク
シ
ー

◆
農
林
業
生
産
基
盤
の

　
整
備

　

農
業
用
た
め
池
で
、
耐
震
化
対

策
が
未
実
施
の
、
穂
坂
町
の
「
馬

場
堤
」、
神
山
町
の
「
池
の
平
た

め
池
」
に
つ
い
て
、

県
営
事
業
採
択
に

向
け
た
事
前
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

◆
農
林
業
の
振
興

　

近
年
、
自
然
災
害
な
ど
が
農
家

の
経
営
に
大
き
く
影
響
を
与
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
農
産
物
の
価
格

低
下
や
農
業
用
施
設
の
損
害
に
備

え
た
保
険
へ
の
加
入
を
推
進
す
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
の
果
樹
共
済
に
、

収
入
保
険
と
園
芸
施
設
共
済
を
新

た
に
加
え
、
掛
金
の
補
助
対
象
を

拡
大
し
ま
す
。

魅
力
と
活
力
に
満
ち
た
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

利
用
の
助
成
を

試
験
的
に
行
い

ま
す
。
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◆
商
工
業
の
振
興

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
影
響
を
緩

和
し
、
地
域
に
お
け
る
消
費
を
喚

起
・
下
支
え
す
る
た
め
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
「
チ
ー
ム
に
ら
さ
き

エ
ー
ル
商
品
券
」
第
２
弾
の
販
売

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
融
資
の
利
子

等
に
対
す
る
助
成
や
感
染
症
対
策

の
た
め
の
店
舗
改
装
費
用
に
対
す

る
補
助
の
継
続
、
さ
ら
に
、
県
の

グ
リ
ー
ン
・

ゾ
ー
ン
認
証

を
受
け
た
事

業
者
に
対
す

る
給
付
金
を

新
設
し
ま
す
。

◆
積
極
的
な
情
報
発
信

皆
さ
ん
か
ら
投
稿
さ
れ
た
話
題

を
、
市
広
報
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ

ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ

ー
ビ
ス
）
で
紹
介
す
る
「
市
民
記

者
制
度
」
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、

市
内
11
地
区
の
歴
史
、
自
然
、
文

化
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
再

発
見
す
る
テ
レ
ビ
番
組
を
制
作
し
、

地
域
に
根
ざ
し
た
情
報
を
市
内
外

に
発
信
し
ま
す
。

◆
地
域
間
交
流
・

　
国
際
交
流
の
推
進

　

今
年
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
フ

ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市
と
姉
妹
都
市

1 小土地改良事業費 85,845

2 県営水利施設等保全高度化事業費 3,179

3 県営中山間地域総合整備事業費 45,000

4 県営経営体育成基盤整備事業費 111,000

5 農業団体育成事業費 6,426

6 有害鳥獣駆除対策事業費 5,757

7 赤ワインの丘ブランド化推進事業費 8,790

8 まちなか活性化対策事業費 6,006

9 中小企業等支援事業費 9,076

10 緊急経済対策保証料等助成事業費 5,087

11 チームにらさきエール商品券事業費 97,702

12 観光振興事業費 37,324

13 ユネスコエコパーク普及促進事業費 1,889

14 若者定住就職奨励事業費 5,820

6 魅力と活力に満ちた豊かなまちづくり

7 市民が主役の持続可能なまちづくり

予算額（千円）

予算額（千円）

1 定住対策促進事業費 11,365

2 空き家対策事業費 19,333

3 カムバック支援事業費 35,050

4 幸せ結婚・出産応援事業費 2,530

5 持家住宅定住促進助成事業費 57,500

6 国際交流事業費 3,948

7 広聴広報事務費 22,693

8 男女共同参画社会づくり事業費 1,063

9 まちづくり活動推進事業費 2,000

10 地区活動推進事業費 19,253

11 ふるさと納税事業費 224,121

市
民
が
主
役
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
締
結
し
て
か
ら
50
周
年
の
節
目

の
年
で
す
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
、
親

善
使
節
団
の
派
遣
は
見
送
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
学
生
の
相
互
派
遣

事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
状
況

を
見
極
め
、
判
断
す
る
予
定
で
す
。

◆
適
正
な
職
員
配
置
と

　
人
材
育
成

　

住
宅
を
は
じ
め
と
し
た
公
共
施

設
の
営
繕
や
長
期
的
に
管
理
し
て

い
く
た
め
の
総
合
調
整
な
ど
を
一

元
化
す
る
た
め
、「
営
繕
住
宅
課
」

を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
県
か
ら

屋
外
広
告
物
に
関
す
る
業
務
等
が

新
た
に
委
譲
さ
れ
る
た
め
、
建
設

男性の育児休業取得促進事業奨励金男性の育児休業取得促進事業奨励金
　男性の育児休業の取得促進により、子育て世帯の仕事と育児の両立支援を図るため、　男性の育児休業の取得促進により、子育て世帯の仕事と育児の両立支援を図るため、
中小企業に勤務する中小企業に勤務する市内在住の男性労働者市内在住の男性労働者が、育児休業を10日以上取得した場合、市が、育児休業を10日以上取得した場合、市
内に事業所がある事業主と本人に奨励金を支給します。内に事業所がある事業主と本人に奨励金を支給します。

■支給要件■支給要件
【事業主】①～③すべてに該当【事業主】①～③すべてに該当
①市内に本社または事業所を有し、常時雇①市内に本社または事業所を有し、常時雇
用労働者が300人以下の企業、法人等の用労働者が300人以下の企業、法人等の
中小企業中小企業

②雇用する市在住の男性労働者が、出生８②雇用する市在住の男性労働者が、出生８
週間後から３歳未満の子に対して連続す週間後から３歳未満の子に対して連続す
る10日以上の育児休業を取得し、職場復る10日以上の育児休業を取得し、職場復
帰後１か月以上勤務させた事業所帰後１か月以上勤務させた事業所

③雇用保険の適用事業主であり、規則等に③雇用保険の適用事業主であり、規則等に
より育児休業制度を設けている事業所より育児休業制度を設けている事業所

【個　人】【個　人】
　中小企業に勤務し、連続10日以上の育　中小企業に勤務し、連続10日以上の育
児休業を取得した市内在住の男性労働者児休業を取得した市内在住の男性労働者
(復帰後1か月以上勤務)(復帰後1か月以上勤務)

■支給額■支給額
【事業主】　30万円【事業主】　30万円
　国の「出生時両立支援助成金」の対象　国の「出生時両立支援助成金」の対象
となる場合や、同一年度内に当該奨励金となる場合や、同一年度内に当該奨励金
の支給があった場合は除くの支給があった場合は除く

【個　人】　５万円【個　人】　５万円
　支給申請の対象となる育児休業に係る　支給申請の対象となる育児休業に係る
一子につき１回に限る一子につき１回に限る

■申　請■申　請
　該当する男性労働者が職場復帰して１か　該当する男性労働者が職場復帰して１か
月後から１か月以内に、申請書兼実績報告月後から１か月以内に、申請書兼実績報告
書に添付書類を添えて申請。書に添付書類を添えて申請。

■申請先・問い合わせ■申請先・問い合わせ
　総合政策課 人口対策担当（内線 358）　総合政策課 人口対策担当（内線 358）

課
の
担
当
を
見
直
し
、「
計
画
管

理
担
当
」
を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
手
続
き
や
庁
内
事

務
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
た

め
、
若
手
職
員
を

中
心
と
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
設
置
し
ま
す
。
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新型コロナワクチン・グリーンゾーン認証取得応援給付金

　ワクチン接種の手続きについてのご案内・予約
用に、コールセンターを開設しています。
韮崎市新型コロナワクチン接種コールセンター
　☎0570ｰ067489（コロナ

4 4 4

ワクチン予約
4 4

）
23ｰ4316（聴覚障がいの方向け）

　受付：８時30分～17時15分（平日のみ）
　　また、ワクチン接種の予約は「WEBサイト」
　「LINEアカウント」でも受付けます。
　　LINEアカウントでは、接種開始のお知らせ
　などを受けとることができますので、登録（友
　だち追加）をお願いします。
■公式LINEアカウント
　｢韮崎市」友だち追加  ➡
■市公式ホームページ

  

グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン

認
証
取
得
応
援
給
付
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
強
い
社
会
・
経
済
を
形
成

す
る
「
や
ま
な
し
グ
リ
ー
ン
・

ゾ
ー
ン
構
想
」
を
推
進
す
る
た

め
、
グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン
認
証

を
取
得
し
た
事
業
者
に
対
し
、

応
援
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

　

５
月
31
日
（
月
）
ま
で
に
や

ま
な
し
グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン
認

証
を
取
得
し
た
事
業
者(

飲
食

業
・
宿
泊
業
・
ワ
イ
ナ
リ
ー
・

酒
蔵
）

※
継
続
し
て
３
か
月
以
上
認
証

　

を
受
け
て
い
る
必
要
が
あ
り

　

ま
す
。

■
給
付
額

　

１
事
業
者　

10
万
円

※
複
数
の
施
設
等
で
認
証
登
録

　

さ
れ
て
い
る
場
合
も
１
事
業

　

者
と
し
ま
す
。

■
申
請
期
間

　

４
月
１
日（
木
）

　
　
　
　

〜
９
月
30
日（
木
）

　

申
請
に
必
要
な
書
類
等
に
つ

い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

産
業
観
光
課
商
工
観
光
担
当

（
内
線
２
１
３
・
２
１
４
）

新型コロナワクチンの接種について新型コロナワクチンの接種について

●ワクチンの接種は順番に実施します ●接種に関する不安などの相談窓口

●市のコールセンター・WEB・LINE

市のコールセンターへ
電話いただくか、イン
ターネット、LINEから
も予約ができます。

　４月下旬より全国の市町村で新型コロナワクチンの接種が開始される予定です。接種する順位により、
順次対象となる方へ、クーポン券（接種券）・接種時期などに関する通知をお送りします。
　お手元に通知が届きましたら必ずご確認をお願いします。（※３月１日現在の情報を掲載しています。）

　当面の間、確保できるワクチンの量に限りがあ
るため、国が示す優先順位に応じて、順次接種を
進めていく予定です。接種の優先順位は、以下の
ように想定されています。

【優先順位】
①医療従事者等（新型コロナウイルス感染症患者
　（疑い患者を含む）に直接医療を提供する施設
　の医療従事者など）
②高齢者（令和３年度中に65歳以上に達する方)
③高齢者以外で基礎疾患を有する方や高齢者施設
　等で従事されている方
④上記以外の方

★高齢者 （65歳以上） の方へ
４月中旬頃、接種のご案内を発送します。

★接種には予約が必要です。
　ワクチンの供給状況にあわせて接種するた
め、「個別医療機関」・「集団接種会場」ともに、
市のコールセンターで予約を受付けます。
※｢個別医療機関」へ直接予約はできませんの
で、ご注意ください。

　ワクチンの効果・安全性や接種時の注意点など
の疑問、接種後に副反応が出た場合の対応等に関
し、国・県の相談窓口が設けられています。
厚生労働省新型コロナワクチンコールセンター
　☎0120ｰ761ｰ770
　受付：９時～21時（土･日･祝日含む）
※ワクチンについての聴覚障害者相談窓口
03ｰ3581ｰ6251（聴覚障がいの方向け）

山梨県新型コロナワクチン専門相談ダイヤル
　☎055ｰ223ｰ8878
　受付：８時30分～20時30分
　　　　（土 ･日 ･祝日含む）

■問い合わせ
　健康づくり課 健康増進担当
　　　（保健福祉センター内）　☎23-4310

韮崎市新型コロナワクチン 検索

通知が届いたら、
ご確認ください。
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ドック・女性のがん検診

早
期
発
見
と
予
防
の
た
め
に

両
ド
ッ
ク
共
通
事
項

■
受
診
券
発
券
期
間
　
４
月
１
日（
木
）
～
12
月
17
日（
金
）

■
申
込
場
所
　
健
康
づ
く
り
課
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

■
申
込
時
の
持
ち
物
　
健
康
保
険
証
（
人
間
ド
ッ
ク
は
国
民
健
康
保
険
証
）

　

生
活
習
慣
病
や
が
ん
等
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
定
期
的
な
検

診
の
受
診
を
心
が
け
、
健
康
な
毎
日
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

　

例
年
受
診
期
限
間
際
で
の
予
約
が
殺
到
し
、
受
診
で
き
な
い
状
況
が
生

じ
て
い
ま
す
。
余
裕
を
も
っ
て
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
者

　

韮
崎
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

で
、
令
和
４
年
３
月
31
日
現
在
40

歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
（
昭
和
22

年
４
月
２
日
～
昭
和
57
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
方
）

※
申
込
時
、
本
人
お
よ
び
世
帯
主

が
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

※
総
合
健
診
受
診
者
は
、
人
間
ド

ッ
ク
を
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

■
助
成
額

　

男
性　

２
３
，０
０
０
円

　

女
性　

２
８
，０
０
０
円

■
受
診
期
限

　

令
和
４
年
３
月
31
日
（
木
）

■
受
診
医
療
機
関
（
６
機
関
）

　

韮
崎
市
立
病
院
・
山
梨
病
院
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
・
山
梨
県
厚
生

連
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
・
甲
府
共

立
病
院
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
・
石

和
温
泉
病
院
（
ク
ア
ハ
ウ
ス
石

和
）・
白
根
徳
洲
会
病
院

■
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
令
和
４

年
３
月
31
日
現
在
50
歳
以
上
の
方

の
う
ち
、
前
年
度
脳
ド
ッ
ク
を
受

診
し
て
い
な
い
方
（
昭
和
47
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

※
申
込
時
、
本
人
お
よ
び
世
帯
主

が
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

■
助
成
額
（
男
女
と
も
）

　

１
０
，
０
０
０
円

■
受
診
期
限

　

令
和
４
年
３
月
31
日(

木
）

■
受
診
医
療
機
関　

秋
山
脳
外
科

　

女
性
特
有
の
病
気
で
あ
る
「
乳

が
ん
」
や
「
子
宮
が
ん
」
は
、
近

年
、
若
い
女
性
に
急
増
し
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
も
早
期
に
発
見
し
、

治
療
を
行
え
ば
、
高
い
確
率
で
治

癒
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ご

自
身
と
大
切
な
ご
家
族
の
た
め
、

定
期
的
に
受
診
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
者
（【
別
表
】
参
照
）

　

検
診
の
種
類
に
よ
り
、
受
診
可

能
な
年
齢
が
異
な
り
ま
す
。

　

事
前
に
受
診
券
の
発
券
が
必
要

な
た
め
、
受
付
期
間
中
に
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象

者
に
該
当
す
る
方
は
、
通
知
を
５

月
中
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
詳
細

を
確
認
・
予
約
の
う
え
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

■
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
県
内
統
一

　

運
用
に
つ
い
て

　

子
宮
頸
が
ん
検
診
の
運
用
が
県

内
で
統
一
さ
れ
、
国
の
指
針
に
基

づ
き
２
年
に
１
回
の
受
診
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、

体
部
検
診
は
市

の
検
診
の
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

【別表】
子宮がん検診 乳がん検診

頸部 マンモグラフィー検査 超音波検査

対象者 ※1

(韮崎市民の方) 20歳以上の女性 年度末年齢が41歳以上の
奇数年の女性

年度末年齢が25歳～39歳の女性、
年度末年齢が40歳以上の偶数年の女性

無料クーポン券
の対象者（※1）

年度末年齢が21歳の女性 年度末年齢が41歳の女性

対象者の方は、無料クーポン券を送付します。
医療機関に予約のうえ受診してください。　　
※受診券の発券は必要ありません。　　　　　

受付期間 4月1日(木)～12月17日(金)

受診申込
（受診券発券）

保健福祉センターへ来所または電話いただくか、インターネットにてお申込みください。　　　　　　　
※乳がん検診は申込時にご希望の医療機関と日程をお伺いしますので、健康カレンダーの日程をご確認の

うえお申込みください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　※保健福祉センターへ来所の際は、健康保険証等本人確認のできるものをお持ちください。　　　　　　　　
　　※自己負担金は受診時に医療機関へお支払いください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　※インターネットでの申込方法は市ホームページでご確認ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

受診場所 指定医療機関 山梨県厚生連健康管理センター（保健福祉センター、東京エレクトロ
ン韮崎文化ホール)・韮崎市立病院・いいのクリニック

受診期間 受診券発券後～令和4年1月31日(月)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

持ち物 　　　　　　受診券またはクーポン券、問診票、健康保険証、自己負担金

自己負担金
(受診時に支払い)

2,000円 　　　　　　　1,000円

70歳以上は無料 ※1　　　  　　　　　　　　　　　　

※1  令和4年3月31日現在の年齢となります。

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
・

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
・

  

女
性
の
が
ん
検
診
の
受
診
手
続
き

女
性
の
が
ん
検
診
の
受
診
手
続
き

人
間
ド
ッ
ク

人
間
ド
ッ
ク

脳
ド
ッ
ク

脳
ド
ッ
ク

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

乳がん・子宮がん検診の
申込みは、

電話・インターネットでもできます。
詳しくは

「韮崎市女性がん検診」で
検索してください。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
づ
く
り
課
健
康
増
進
担
当

☎
２
３ｰ

４
３
１
０
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予防接種
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助
成
制
度
等
の
積
極
的
な
活
用
を

　

国
の
風
し
ん
に
関
す
る
追
加
的

対
策
と
し
て
、
過
去
に
予
防
接
種

法
に
基
づ
く
定
期
接
種
を
受
け
る

機
会
が
な
か
っ
た
昭
和
37
年
４
月

２
日
～
昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
男
性
の
方
は
、
令
和
４
年
２

月
末
ま
で
の
間
、
風
し
ん
の
定
期

予
防
接
種
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
ク
ー
ポ
ン
券
が
配

布
さ
れ
、
原
則
無
料
で
抗
体
検
査

や
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和
54

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

○
ク
ー
ポ
ン
券
の
再
送
付

　

対
象
者
の
う
ち
過
去
２
年
に
検

査
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
方
へ
、

市
か
ら
ク
ー
ポ
ン
券
を
再
送
付
し

ま
す
。（
職
場
の
健
康
診
断
が
あ

る
等
で
お
急
ぎ
の
場
合
は
、
健
康

づ
く
り
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。）

○
ク
ー
ポ
ン
券
の
使
用
期
限

　

令
和
４
年
２
月
28
日(

月
）

■
受
診
方
法

　

ワ
ク
チ
ン
を
有
効
活
用
す
る
た

め
、
次
の
と
お
り
抗
体
検
査
・
予

防
接
種
を
２
段
階
で
行
い
ま
す
。

①
ク
ー
ポ
ン
券
を
医
療
機
関
や
特

定
健
診
等
に
持
参
し
、
風
し
ん

の
抗
体
検
査
を
受
け
ま
す
。

　
　
　
　
　

←

②
抗
体
検
査
の
結
果
、
抗
体
価
が

十
分
で
な
い
方
は
、
医
療
機
関

で
予
防
接
種
を
受
け
ま
す
。

■
そ
の
他

　

制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ク

ー
ポ
ン
券
に
同
封
さ
れ
た
文
書
を

ご
参
照
い
た
だ
く
か
、
健
康
づ
く

り
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

市
で
は
、
国
に
よ
る
風
し
ん
に

関
す
る
追
加
的
対
策
に
加
え
、
妊

婦
等
の
感
染
予
防
を
一
層
強
化
し
、

先
天
性
風
し
ん
症
候

群
の
発
生
を
予
防
す

る
た
め
、
風
し
ん
予

防
接
種
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
者

・
妊
娠
を
予
定
ま
た
は
希
望
し
て

　

い
る
女
性

・
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
配
偶
者

　
（
事
実
婚
を
含
む
）

・
山
梨
県
の
風
し
ん
抗
体
検
査
事

　

業
で
予
防
接
種
を
勧
め
ら
れ
た

　

方
※
過
去
に
風
し
ん
に
罹
患
し
た
方
、

予
防
接
種
ワ
ク
チ
ン
等
を
接
種

し
た
こ
と
が
あ
る
方
、
現
在
妊

娠
し
て
い
る
方
、
国
の
風
し
ん

定
期
予
防
接
種
の
対
象
と
な
る

方
は
除
き
ま
す
。

■
助
成
方
法
（
償
還
払
い
）

　

事
前
に
お
電
話
等
で
健
康
づ
く

り
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
医
療
機
関
窓
口
で
接
種
費
用
を

全
額
自
己
負
担
い
た
だ
き
、
申

請
に
よ
り
助
成
金
を
口
座
振
込

す
る
形
と
な
り
ま
す
。

○
助
成
金
額

・
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　
　
　

３
，０
０
０
円

・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　
　
　

５
，０
０
０
円

■
申
請
受
付
期
間

　

令
和
４
年
３
月
31
日(
木
）

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
づ
く
り
課

健
康
増
進
担
当

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
２
３ｰ

４
３
１
０

予
防
接
種
で
風
し
ん
予
防

予
防
接
種
で
風
し
ん
予
防

風
し
ん
に
関
す
る
追
加
的

風
し
ん
に
関
す
る
追
加
的

対
策
対
策
（
大
人
の
風
し
ん
予
防
接

（
大
人
の
風
し
ん
予
防
接
種
）
種
）

妊
婦
等
へ
の
風
し
ん
感
染

妊
婦
等
へ
の
風
し
ん
感
染

防
止
防
止
（
韮
崎
市
風
し
ん
等
予
防
接

（
韮
崎
市
風
し
ん
等
予
防
接

種
費
用
助
成
金
）

種
費
用
助
成
金
）

　

肺
炎
球
菌
は
、
肺
炎
を
引
き
起

こ
す
原
因
と
な
る
病
原
体
の
一
つ

で
、
特
に
高
齢
者
が
発
症
す
る
と

重
症
化
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

早
め
に
接
種
を
受
け
、
肺
炎
球
菌

を
起
因
と
す
る
、
肺
炎
の
発
症
と

重
症
化
の
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
定
期
接
種
対
象
者

①
令
和
４
年
３
月
31
日
現
在
、
65

歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85

歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳

の
方
で
過
去
に
１
度
も
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と

が
な
い
方

②
接
種
日
現
在
、
60
歳
以
上
65
歳

　

未
満
で
、
心
臓
や
腎
臓
、
呼
吸

　

器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不

　

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能

　

に
１
級
程
度
の
障
が
い
を
有
す

　

る
方
（
接
種
を
ご
希
望
の
方
は

　

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
参
の
う

　

え
健
康
づ
く
り
課
に
お
申
し
出

　

く
だ
さ
い
）

※
過
去
に
同
予
防
接
種
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
方
は
助
成
の
対
象

外
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
実
施
期
間

　

４
月
１
日(

木)

～

令
和
４
年
３
月
31
日(

木)

■
助
成
金
額

　

接
種
費
用
の
１
／
２

（
上
限
４
，０
０
０
円
、
１
０
０

円
未
満
は
切
り
捨
て
）

■
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

実
施
期
間
外
お
よ
び
指
定
医
療

機
関
以
外
で
接
種
し
た
場
合
は
全

額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

指
定
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
健
康

づ
く
り
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
接
種
手
続

　

対
象
者
に
は
３
月
末
に
予
診
票

を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確

認
の
う
え
、
接
種
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
定
期
接
種
の
経
過
措
置
は
令
和

５
年
度
ま
で
で
す
。
70
～
１
０

０
歳
で
過
去
に
１
度
も
接
種
を

さ
れ
て
い
な
い
方
に
は
節
目
年

齢
時
に
予
診
票
が
送
付
さ
れ
ま

す
の
で
、接
種
の
機
会
を
逃
さ

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課
健
康
増
進
担
当

　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　

☎
２
３ｰ

４
３
１
０

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す
！

接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す
！
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長寿介護課からお知らせ

安
心
長
寿
の
実
現
へ

介護用品支給事業の要件を変更 高齢者福祉サービスを変更

■問い合わせ　
　長寿介護課 長寿社会担当

（保健福祉センター内）
☎23ｰ4313

要介護認定等 要介護者の要件

要介護 4,5 常時おむつを使用している方

要介護 1,2,3 または要支援 1,2 認定調査票※1 の「排尿」「排便」の項目が「見
守り等」「一部介助」「全介助」に該当する方

要介護認定を受けていないまたは要介護
認定時の状態から変化している場合

65歳以上で、認定調査と同様の方法で必要性
が確認できる方※2

重度心身障がい者（第1種1級または2級) 常時おむつを使用している方

介
護
保
険
制
度
改
正
の
お
知
ら
せ

介
護
保
険
制
度
改
正
の
お
知
ら
せ

～
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
～

～
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
～

　

市
で
は
、
高
齢
者
が
介
護
を
必

要
と
な
っ
て
も
可
能
な
限
り
住
み

慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
い
生

活
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

支
援
す
る
た
め
、
令
和
３
年
度
か

ら
の
３
年
間
を
計
画
期
間
と
し
た

「
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
基
本
理
念
で
あ

る
「
健
や
か
に
・
絆
で
つ
な
が
る
・

安
心
長
寿
の
ま
ち
・
に
ら
さ
き
」

の
実
現
を
目
指
し
、「
心
身
の
生

き
が
い
づ
く
り
と
介
護
予
防
支

援
」「
日
常
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

と
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
」

「
介
護
保
険
制
度
の
充
実
」
の
３

つ
の
基
本
方
針
を
掲
げ
、「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
深
化
な

ど
高
齢
者
施
策
を
総
合
的
に
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

●
４
月
か
ら
の
主
な
変
更
点

①
介
護
保
険
料
算
定
基
準
の

　

変
更

　

介
護
保
険
料
の
第
７
・
８

・
９
段
階
に
つ
い
て
、
算
定

基
準
と
な
る
所
得
金
額
が
変

更
と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
は
下
の
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

②
利
用
者
負
担
額
の
変
更

　

介
護
報
酬
改
定
に
伴
っ
て
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
が

変
わ
っ
た
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
と
き
に
支
払
う
利
用
者
負

担
も
変
わ
り
ま
す
。

●
８
月
か
ら
の
主
な
変
更
点

①
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
見
直
し

　

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
「
現
役

並
み
所
得
者
」
に
該
当
す
る
方
の

区
分
が
細
分
化
さ
れ
、
８
月
か
ら

上
限
額
の
一
部
が
変
更
と
な
り
ま

す
。

②
補
足
給
付
の
見
直
し

　

限
度
額
認
定
を
受
け
た
方
が
施

設
を
利
用
し
た
と
き
に
支
払
う
居

住
費
等
、
食
費
の
負
担
限
度
額
は
、

８
月
か
ら
段
階
の
細
分
化
と
食
費

の
変
更
、
受
給
要
件
の
預
貯
金
額

な
ど
の
細
分
化
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

８
月
か
ら
の
主
な
変
更
点
の
詳

細
は
、
改
め
て
広

報
等
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

長
寿
介
護
課 

介
護
保
険
担
当

　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
２
３ｰ

４
３
１
３

タクシー利用券の
交付枚数拡大

　利便性向上のため、75歳
以上のひとり暮らしの方を
対象とした、在宅高齢者支
援サービス（タクシー利用
券）の助成内容を拡大しま
す。

月２枚　年間最大24枚
（１枚あたり740円）

　地域支援事業の支給要件改正により、おむつの支給要
件を変更します。なお、支給内容に変更はありません。
■主な変更内容
　●介護される方とする方が、住民基本台帳上同一世帯であること
　●介護される方が市民税非課税であること
　●おむつ使用証明書を廃止し、要介護度が３以下の方は、介護保険認
　　定調査票の項目で判断

【支給対象者】　
　本市に住所を有し、以下のいずれかに該当する方（住民基本台帳上
同一世帯で市民税非課税の方）を居宅で介護している家族等。

※1 介護保険の要介護認定における認定調査票
※2 地域包括支援センター職員または介護支援専門員による確認

所得段階
対象者

保険料(年額)市民税の
課税状況 本人の前年中合計所得金額等

第１段階

世帯全員が 
非課税

・生活保護受給者   
・老齢福祉年金受給者 
・課税年金収入額＋合計所得金額
　＝80万円以下

18,500 円 
【基準額× 0.30】

第２段階 ・課税年金収入額＋合計所得金額
　＝80万円超　120万円以下

30,800 円 
【基準額× 0.50】

第３段階 ・課税年金収入額＋合計所得金額
　＝120万円超

43,200 円 
【基準額× 0.70】

第４段階 本人は非課税
だが

世帯員が課税
されている

・課税年金収入額＋合計所得金額
　＝80万円以下

55,500 円 
【基準額× 0.90】

第５段階 ・課税年金収入額＋合計所得金額
　＝80万円超

61,600 円 
【基準額】

第６段階

本人が課税 
されている

・合計所得金額＝120万円未満 74,000 円 
【基準額× 1.20】

第７段階 ・合計所得金額＝120万円以上　
　210万円未満

80,100 円 
【基準額× 1.30】

第８段階 ・合計所得金額＝210万円以上　
　320万円未満

92,400 円 
【基準額× 1.50】

第９段階 ・合計所得金額＝320万円以上　
　500万円未満

104,800 円 
【基準額× 1.70】

第10段階 ・合計所得金額＝500万円以上 117,100 円 
【基準額× 1.90】

※保険料は、第７期に続き据え置きとなっています。

【令和３年度 介護保険料】
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シニア健康サポーター・各種保険料

シニア健康サポーターシニア健康サポーター大募集！！大募集！！
　市では地域の高齢者の方々の健康づくりや介護予防活動を身近で支援してくださるサポーターの養成
を行っています。
◆シニア健康サポーターってどんなことするの？

　介護予防のために各町公民館等で行っている『いきいき貯筋クラブ』などで健康づくり
をサポートします。

◆シニア健康サポーターになるには？
　養成研修（全３回）をすべて受講された方に「シニア健康サポー
ター」として地域の活動にご協力いただきます。生きがいをもち、自
分自身も健康で生活したい…そんなあなたにぴったりの研修です。シ
ニア健康サポーターになって一緒に活動してみませんか？

■対　　象　趣旨に賛同される方
■定　　員　20名（先着順）電話または窓口にてお申し込みください。
■募集期間　4月1日(木)～30日(金)
■研修日程
（変更となる
　場合があり
　ます）

■申込み・問い合わせ　長寿介護課 介護予防担当（保健福祉センター内）　☎23ｰ4313

日程 時間 内容 場所
1回目 6月  2日（水）

13：30～15：30
介護予防について、介護予防活動
における高齢者へのサポート方法、
体操等の指導

保健福祉センター２回目 6月18日（金）
３回目 6月30日（水）

　今回送付する通知は、本年度の住民税の課税所得が4月時点では確定していないため、令和３年度前期分の
保険料を暫定的に算定したものです。
　本来の保険料額の通知は、本年度の住民税の確定後に再計算し、７月に改めて通知します。
■年金より天引き（特別徴収）の方　

　令和３年4月・６月・８月分の介護保険料額の通知（仮徴収のお知らせ）です。前年度から継続して特別
徴収の方は、暫定的に前年度2月の保険料と同額を年金から天引きします。また、4月から新たに特別徴収
となる方は、前年度と同じ所得段階の保険料を、納期6回で割った額が、年金から天引きとなります。

■納付書または口座振替（普通徴収）の方
　令和３年4月・６月分の介護保険料額の通知（暫定通知書）です。前年の所得が確定していないため、前
年度と同じ所得段階の保険料を納期６回で割った額での納付となります。

■問い合わせ　長寿介護課 介護保険担当　☎23ｰ4313

　令和３年度国民健康保険税および後期高齢者医療保険料について、4月より年金から天引きが行われる方へ、
4月上旬に「仮徴収額決定通知書」を送付します。
　4月・６月・８月に天引きされる保険税（料）は、令和２年度の保険税（料）から暫定的に算定したもの（仮
徴収額）です。令和 3 年度の年間保険税（料）は、令和２年1月～令和２年 12 月の所得の確定後に再計算し、
７月に改めて通知します。
※申請により口座振替への変更もできます。
■国民健康保険税の仮徴収額決定通知書が送付される世帯
　次の要件にすべて該当する世帯は、世帯主の年金から天引きされる納付方法になります。

　①世帯主を含む国保加入者全員が65歳から74歳の世帯。
　②世帯主が年額18万円以上の年金を受給し、介護保険料が年金から天引きされている。
　③国民健康保険税と世帯主の介護保険料の合計額が年金額の２分の1を超えていない。
　④令和３年２月に年金から国民健康保険税が天引きされている。
　※今まで年金からの天引きがされていた世帯でも、世帯主が令和３年度中に75歳になる場合は、普通徴

　収となり、年金からの天引きはされませんのでご注意ください。
■問い合わせ　市民生活課 国保年金担当（内線127～129・137）

国民健康保険税・後期高齢者医療保険料の仮徴収額決定通知書を送付します

介護保険料の「仮徴収のお知らせ」と「暫定通知書」を送付します

　各種保険料にかかる通知書をお送りします各種保険料にかかる通知書をお送りします　
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市税等の納付

　納期限ごとに金融機関やコンビニに行って納める手
間がなく、うっかり納め忘れる心配もありません。安
心で便利な口座振替を、ぜひご利用ください。

■Pay-easy（ペイジー）口座振替受付サービス
　税務収納課で、キャッシュカードにより簡単に申
込みの手続きができます(暗証番号が必要です)。
■ペイジー対応金融機関

　山梨中央銀行・甲府信用金庫・山梨信用金庫・山
梨県民信用組合・ゆうちょ銀行・梨北農業協同組合
■金融機関窓口でも、口座振替の手続きができます。

◉申込みには、通帳・通帳の届出印が必要です。
◉申込用紙は、市内の各金融機関または税務収納課
　に用意してあります。
◉口座振替金融機関

　山梨中央銀行・甲府信用金庫・山梨信用金庫・
山梨県民信用組合・ゆうちょ銀行・梨北農業協同
組合・三井住友銀行甲府支店

納付期限 市県民税
（普通徴収）

固定資産税
都市計画税

軽自動車税
（種別割）

国民健康
保険税

介護保険料
（普通徴収）

後期高齢者
医療保険料

（普通徴収）

市県民税
（特別徴収）

4月30日 第1期

毎月10日

5月31日
第1期

全期
全期前納

6月30日 第2期

8月  2日
第1期

第2期 第1期 第1期
全期前納

8月31日 第2期 第2期 第3期 第2期
9月30日 第3期 第3期

11月 1日 第3期 第4期 第4期 第4期
11月30日 第5期 第5期
12月27日 第3期 第6期 第5期 第6期

令和4年1月31日 第4期 第7期 第7期
2月28日 第4期 第8期 第6期 第8期

■注意事項
　●市県民税（特別徴収）は口座振替に対応していません。●口座振替日は、各納付期限日と同日です。
　●残高不足等で振替不能になった場合は、翌10日（休業日の場合は翌営業日）に再振替を行います。
　　※５月のみ再振替日が13日になりますのでご注意ください。
　●新たに口座振替をご利用の場合は、市内金融機関または税務収納課へお問い合わせください。
　●災害、傷病等の理由により納付期限内に納付ができない場合は、お早めに税務収納課へご相談ください。
　●納付期限日までに納付されなかった場合、督促手数料や延滞金が追加徴収となりますので、納付期限日　
　　までに納め忘れのないようにご注意ください。

令和3年度 市税等の納付期限のお知らせ令和3年度 市税等の納付期限のお知らせ

税金等税金等のの納付納付はは口座振替口座振替でで！！！！

　市税等のコンビニエンスストアでの収納業務を
法令に基づき次のとおり委託しました。
■委託先　地銀ネットワークサービス株式会社

■問い合わせ　税務収納課 収納推進担当
　　　（内線163～166）

市税等の収納業務を委託市税等の収納業務を委託

LINEPay・PayPayで
市税等の納付ができます！

　４月１日からスマートフォン決済アプリで市税等
を納付することができます。
■納付できる市税等

　市県民税（普通徴収）、固定資産税・都市計画
税、軽自動車税（種別割）、国民健康保険税、介
護保険料、後期高齢者医療保険料
■手続きに必要なもの
・納付書（バーコードが印字されているもの)
・LINEPay・PayPayが使用できるスマートフォン
■ご利用手続き

　納付書のバーコードを読み取り、表示された金
額を確認し納付します。
※事前にアプリのダウンロードと納付金額分の
　チャージが必要です。
詳しい納付方法は各アプリからご確認ください。
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健康ポイント・手話講習会・生活環境制度の一部変更
　

市
で
は
健
康
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
本
年

度
も
実
施
し
ま
す
。
身
体
に
良
い

こ
と
を
し
て
、
20
ポ
イ
ン
ト
貯
め

る
こ
と
で
、
健
康
と
ク
オ
カ
ー
ド

が
手
に
入
り
ま
す
。
昨
年
度
は
約

１
４
０
名
の
方
が
20
ポ
イ
ン
ト
を

達
成
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
も
健

康
づ
く
り
を
頑
張
る
皆
さ
ん
を
応

援
し
ま
す
。
多
く
の
方
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
実
施
期
間　

開
始
よ
り
１
年
間

(

例
）10
月
に
始
め
た
ら
翌
年

　
　

  

９
月
ま
で
有
効

■
対
象
者

19
歳
以
上
の
市
民　

　
（
令
和
４
年
３
月
31
日
時
点
）

■
記
念
品

20
ポ
イ
ン
ト
以
上
達

成
し
た
方
に
１
，０
０
０
円
分

の
ク
オ
カ
ー
ド
贈
呈

■
記
念
品
交
換
場
所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
ポ
イ
ン
ト
達
成
記
念
品
交
換
受
付

20
ポ
イ
ン
ト
達
成
後
２
か
月
以
内

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課
保
健
指
導
担
当

☎
２
３ｰ

４
３
１
０

健
康
ポ
イ
ン
ト

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
参
加
し
よ
う

事
業
に
参
加
し
よ
う

事前登録してくれた
先着100名様に

オリジナルマグカップ
をプレゼント！

不妊・去勢手術費助成金

手術の
種類 区 分 助成金

（１匹につき）

不妊手術
飼い猫・野良猫 4,000円

自治会等の地域住民により
管理されている猫 8,000円

去勢手術
飼い猫・野良猫 3,000円

自治会等の地域住民により
管理されている猫 6,000円

生ごみ処理機等購入費補助金

生活環境担当からお知らせ
4月1日から

助成・補助制度を一部変更

■問い合わせ　市民生活課 生活環境担当
（内線131・132）

基
礎
か
ら
学
ぼ
う
！   

　
手
話
講
習
会

基
礎
か
ら
学
ぼ
う

   
あなたのやさしさを！　
　献血にご協力ください

　手術や治療で輸血を必要とする方が増加す
る一方で、新型コロナウイルス感染症の影響
により献血による血液が不足しています。
　献血は身近にあるボランティアです。多く
の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

■日時　４月16日(金）
　　　　９時30分～11時30分
　　　　12時45分～15時30分
■会場　市役所庁舎東駐車場
■問い合わせ
　山梨県赤十字血液センター
　☎055ｰ251ｰ5891
　韮崎市献血推進協議会
　(保健福祉センター内）　
　☎23ｰ4310

ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
、
健
康
に
な
ろ
う
！

　

市
内
に
在
住
・
勤
務
す
る
方
を

対
象
に
、
聴
覚
障
害
者
協
会
の
方

々
が
講
師
と
な
り
、
手
話
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
手
話

を
習
得
し
た
い
と
い
う
方
に
も
、

わ
か
り
や
す
い
内
容
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

５
月
13
日（
木
）

　

〜
令
和
４
年
３
月
10
日（
木
）

　

毎
週
木
曜
日
（
全
40
回
）

19
時
５
分
〜
20
時
50
分

・
５
月
〜
９
月
（
入
門
）

・
10
月
〜
３
月
（
基
礎
）

※
祝
日
、お
盆
、年
末
年
始
を
除
く

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
状
況
に
よ
り
、
開
催
中
止
・
中

途
終
了
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
場
所　

ニ
コ
リ
会
議
室

■
受
講
費　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
は
初
日
に
会
場
で
購
入

■
定
員　

６
名

※
申
込
者
多
数
の
場
合
、
初
め
て

参
加
さ
れ
る
方
を
優
先
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
期
限　

５
月
７
日（
金
）

　

電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
障
が
い
・

　
　
　

生
活
保
護
担
当

　
　
　
（
内
線
１
７
６
）

生ごみ処理機（電気式でかくはん、発酵お
よび分解、乾燥等の機能を備えた機器）の
購入費について、補助金限度額を変更しま
す。

■変更後
購入費の 1/2（上限２万円）

　なお、生ごみ処理容器（コンポスト等）
の補助は現行どおり購入金額の1/2で上限
3,000円です。

　市では、飼い犬と飼い猫、野良猫の繁殖抑制のため
不妊・去勢手術の助成を行ってきましたが、地域での
野良猫のトラブルを軽減させるため、新たに「自治会
等の地域住民により管理されている猫」を助成の対象
に加えます。自治会等で制度の活用をご検討ください。
　また、犬については、飼育が登録制で、飼い主が明
確であり、その責務（繁殖制限・係留義務など）が多
くの方に理解されてきていることから、助成の対象か
ら除きます。
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下水道事業

下
水
道
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

　
下
水
道
工
事
は
公
共
水
域
の
水
質
保
全
を
図
る
と
と
も
に
、
生
活
環
境
の
向
上
を
目
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
に
お
住
ま
い
の
方
で
、未
接
続
の
方
は
速
や
か
に
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

当
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
工
事
費

は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

各
種
補
助
事
業
の
ご
活
用
を

●
排
水
設
備
工
事
融
資
あ
っ
せ
ん

①
融
資
あ
っ
せ
ん
額

　

排
水
設
備
工
事
資
金
１
０
０
万

　

円
以
内

②
利
子
補
給

　

市
が
３
％
以
内
の
利
子
補
給

③
償
還
方
法

　

融
資
を
受
け
た
日
か
ら
３
年
以

　

内
毎
月
元
金
均
等
償
還

④
融
資
あ
っ
せ
ん
条
件

※
処
理
区
域
内
に
居
住
し
て
い
る

　

こ
と
。

※
市
税
と
受
益
者
負
担
金
を
滞
納

　

し
て
い
な
い
こ
と
。

●
下
水
道
排
水
設
備
費
補
助
金

　

下
水
道
処
理
区
域
内
に
お
い
て

平
成
13
年
４
月
１
日
以
降
に
設
置

届
を
提
出
し
、
合
併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
し
た
方
で
、
下
水
道
排
水

設
備
工
事
を
行
う
場
合
、
補
助
金

の
額
は
【
表
１
】
の
と
お
り
で
す
。

●
合
併
浄
化
槽
普
及
事
業
費
補
助
金

　

下
水
道
認
可
区
域
外
に
、
50
人

槽
以
下
の
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
方
を
対
象
に
工
事
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
ご
使
用
の
単
独
処

理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽

に
取
替
え
の
場
合
も
補
助
対
象
と

な
り
ま
す
。

■
補
助
対
象
区
域

　

穂
坂
、
中
田
、
穴
山
、
円
野
、

清
哲
、
神
山
の
全
域
と
祖
母
石
の

一
部
、
岩
下
の
一
部
。

　

上
記
に
該
当
し
な
い
区
域
で
も
、

下
水
道
区
域
外
等
補
助
対
象
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
補
助
額　
【
表
２
】
の
と
お
り

※【
表
２
】と
浄
化
槽
の
設
置
費
用

　

の
４
割
の
い
ず
れ
か
低
い
方
の

　

額
。

※
浄
化
槽
の
人
槽
は
、
日
本
工
業

　

規
格
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ａ
３
３
０
２
）

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
。

※
申
請
受
付
は
予
算
額
に
達
し
た

　

時
点
で
終
了
し
ま
す
。

　

ま
た
、
着
工
前
に
申
請
が
必
要

で
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【表１】下水道排水設備設置費補助金（一般家庭のみ）

【表 2】合併浄化槽普及事業費補助金

接続時期 補助金額

処理区域公示から 1 年以内
（令和３年４月供用開始） ８万円

処理区域公示から 2 年以内
（令和２年４月供用開始） ５万円

処理区域公示から 3 年以内
（平成 31 年４月供用開始） ３万円

人槽区分 補助限度額

５人槽まで 332,000 円

６人槽～７人槽 414,000 円

８人槽～ 50 人槽 548,000 円

異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
届
出
を

　

転
出
、
転
居
や
名
義
変
更
、
井

戸
水
使
用
世
帯
構
成
員
の
変
更
な

ど
に
よ
り
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
、

す
み
や
か
に
下
水
道
担
当
へ
届
出

て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
を
正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う

　

下
水
道
を
使
う
一
人
ひ
と
り
が

ル
ー
ル
を
守
っ
て
上
手
に
使
う
こ

と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
台
所
で
は
・
・
・

　

食
用
廃
油
等
の
油
脂
類
、
調
理

く
ず
、
残
飯
な
ど
を
流
す
と
管
が

詰
ま
っ
た
り
悪
臭
の
原
因
と
な
り

ま
す
の
で
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

○
ト
イ
レ
で
は
・
・
・

　

水
洗
ト
イ
レ
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
以
外
の
水
に
溶
け
な
い
紙

や
紙
お
む
つ
、
タ
バ
コ
、
ガ
ム
な

ど
を
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

○
洗
濯
場
、
風
呂
、

　
　
　
　
洗
面
所
で
は
・
・
・

　

洗
濯
で
は
、
リ
ン
を
含
ま
な
い

洗
剤
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
毛
髪
な

ど
は
管
を
詰
ま
ら
せ
る
原
因
と
な

る
の
で
、
目
皿
等
を
用
い
て
管
に

入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課
下
水
道
担
当

（
内
線
６
１
３
・
６
１
４
）

供
用
開
始
区
域
の
拡
大

　

令
和
２
年
度
に
旭
町
地
内
の
一

部
で
行
わ
れ
た
下
水
道
工
事
箇
所

の
供
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
の
工
事
に
よ
り
公
共
汚
水
桝
を

設
置
し
た
方
々
は
、
４
月
か
ら
新

た
に
下
水
道
へ
の
接
続
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
下
水
道
を

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

受
益
者
負
担
金
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
４
月
中
旬
に
、
申
告
書
を

送
付
し
ま
す
。
ご
確
認
い
た
だ
き

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

宅
内
排
水
設
備
接
続
の
方
法

　

下
水
道
に
接
続
す
る
宅
内
工
事

は
、
市
が
指
定
し
た
「
排
水
設
備

指
定
工
事
店
」
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
指
定
工
事
店
は
市
に
提

出
す
る
必
要
書
類
の
作
成
、
届
出

な
ど
の
手
続
き
を
代
行
し
ま
す
。

指
定
工
事
店
の
一
覧
は
下
水
道
担

供
用
開
始
さ
れ
た
地
区
に

下
水
道
が
使
用
で
き
る

土
地
を
お
持
ち
の
方

快
適
な
暮
ら
し
を
守
る



13 Nirasaki広報にらさき

警察署移転

新名称は｢甲斐警察署｣
　名称決定の理由

　名称存続への取り組み

｢韮崎交番｣｢韮崎交番｣がが供用開始供用開始しますします

　　　　大規模交番に県内初

　　　　｢相談室」を設置県内初

駐車スペースのご利用を

許認可の受付が充実します

受付が可能となる許認可業務一覧表

① 運転免許証記載事項変更の受付

② 運転免許証の返納・運転経歴証明書の交付

③ 道路使用許可申請の受付

④ 駐車禁止除外申請の受付

⑤ 車庫証明申請の受付

⑥ 通行禁止道路通行許可申請の受付

⑦ 高齢者運転等の専用場所駐車標章の受付
※申請等にかかる手数料については、印紙を持参してください。

韮崎警察署の移転に伴う

　韮崎警察署は、施設老朽化や平成19年の警察再
編により、韮崎・甲斐両市が管轄区域となったこ
とに伴い、甲斐市に移転し、５月６日（木）より
｢甲斐警察署」として業務を開始します。

■所在地　甲斐市志田670番地
　　　　　(ラザウォーク甲斐双葉北側）
■電　話　20ｰ0110

　県警察において、管轄の主要自治体の一
つを名称とする警察法施行令に基づき、人
口や面積、犯罪、交通事故の件数、所在地
などを総合的に判断し、甲斐警察署に決定
されました。

交番と警察署の中間に位置する「大規模交番」へ
移行され、警部階級を交番所長として配置するな
ど、署員の増員による安全面の強化や幅広い業務
を取り扱います。

プライバシー保護を強化した「相談室」が設置さ
れ、交番相談員が対応します。

交番をご利用の際は、
北側の駐車スペース
または、駅前広場市
民駐車場をご利用く
ださい。

■問い合わせ
　総務課 危機管理担当（内線 339・399）

　一昨年、県警察に対し、本市の意見として１回目「韮崎警察署とすること」、２回目「韮崎および
甲斐両市名を列記すること」を提出しましたが、いずれも困難であるとの回答がありました。
　その後、1 万人を超える市民の皆さんに、名称の存続について署名のご協力をいただき、市長、市
議会議長および韮崎警察署の名称の存続を求める会の代表者で、県知事や県警本部長等を訪ね、署名
簿を添えて、市民の想いを重く受け止めるよう要望書を提出しました。
　昨年末、県警察において「再検討する。」との報告を受けましたが、最終的に「名称決定の理由」
のとおりの結果となりました。
　これまで、名称の存続に関し、ご協力をいただきました皆さんに、深く感謝を申し上げます。

　韮崎駅前交番が、４月14日（水）より新名称「韮崎交番」として
供用を開始します。新交番は、施設の規模が拡大されるとともに、今
まで以上に体制の強化や機能が充実した交番として生まれ変わります。

韮崎駅

新交番
駐車場駐車場
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大村家住宅

登録有形
文化財
大村家住宅 螢螢

けいけい

雪雪
せつせつ

寮寮
りょうりょう

4月リニューアルオープン

　本市名誉市民である大村智博士の生
家は地域を代表する養蚕農家の伝統を
受継ぐ建物としての価値が認められ、
令和２年４月３日に市では初めて国の
有形文化財に登録されました。
　その後、大村博士から生家が市に寄
付されたことを受け、建築当時の状態
を残しつつ、後世へ継承・保存してい
くため、文化庁等の助言を受け、解体
修理を進めてきました。
　主屋はセミナーハウスとして、土蔵
は１階がシェアキッチン、２階がお試
しハウスとして利用できるようになり
ます。
　ノーベル生理学・医学賞を受賞した
郷土の偉人を生み出した場所です。様
々な学びや交流の場としてぜひご活用
ください。

利用について

●セミナーハウス/シェアキッチン
　主屋と、土蔵１階のシェアキッチンは子どもから大人
までの幅広い年代の研修や、セミナー・ワークショップ
会場、展示会場、地域の集いの場としてご利用いただけ
ます。

　利用料（４時間あたり）

営利または宣伝を
目的としない

市民 500円

市民以外 1,500円

※主屋と土蔵あわせて上記の金額
※市内の小中学校・高等学校の児童、生徒が教育活動として利用する
　場合などは免除

営利または宣伝を
目的とする

市民 1,500円

市民以外 4,500円
※主屋と土蔵それぞれ上記の金額

　申込先

●お試しハウス
　県外から本市へ移住を検討されていて、「田舎暮らし
を体験してみたい！」という方に向けた短期滞在型施設
です。
　自然と文化が調和する生活を、地域の環境や雰囲気に
触れながら体験していただけます。

　利用料・期間
無料　３日以上７日以内

　設備・備品等
　テレビ・洗濯機・冷蔵庫・エアコン・台所用品等。
※寝具はご自身で用意してください。
※お風呂はありませんので、市内の温泉施設等を利用し
　てください。

　申込先
　総合政策課 人口対策担当（内線358・359） 観覧について（土蔵2階を除く主屋・土蔵）

■観 覧 料　無料
■開館時間　４月～10月：10時～18時
　　　　　　11月～３月：10時～17時
■休 館 日　毎週水曜日
　　　　　　※水曜日が祝日の場合は翌日
　　　　　　年末年始（12月29日～ 1月3日）

■問い合わせ
・管理運営に関すること　教育課 生涯学習担当（内線267)
・登録有形文化財に関すること

教育課 文化財担当（内線269)
・お試しハウスに関すること

　総合政策課 人口対策担当（内線358)

▲主屋外観（3月15日時点）

▲主屋内観（3月15日時点)

所在地：神山町鍋山1880番地1

　韮崎大村美術館　☎23ｰ7775
　休館日　毎週水曜日・年末年始
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　穴山公民館が、第 73 回優良公民館表彰館として選ばれ、２月
25 日（木）にオンラインで授賞式に参加しました。穴山公民館
は「さくら祭り」や「サンマ祭り」「たなばた祭り」など町外の
方も多く参加するイベントを数多く開催し、地域住民の学習活
動に大きく貢献していることが文部科学省から認められ、今回
の受賞となりました。
　館長の清水 俊弘さんからは、「こ

れを励みに地域の生涯学習や交流の場として、よりよい取組みができるよう努力
を続けていきたい」とごあいさつをいただきました。
　２月 23 日（火）には、「核兵器禁止条約ってなに？」と題した国際理解講座も
開かれ、約 30 名の方が参加し講師の話に真剣に耳を傾けていました。

　２月18日（木）、コカ ･コーラ ボトラーズジャパン株式会社
と包括連携に関する協定を締結しました。オリンピック・パラ
リンピックの機運醸成とレガシー創出に関すること、防犯・防
災に関することなど8項目からなる協定です。

　最初の連携事業として、市役所１
階ロビーにフォトスポットを設置し
ました。隣の自動販売機は、「JOC
オリンピック支援自販機」レスリン
グデザインで、「JPCパラリンピック支援自販機」も市内に設置する予定です。
　今後もデジタルサイネージの設置など、市民サービスの向上や地域の活性化に
つながるを企画をしていきますので、心待ちにしてください‼

穴山公民館 優良公民館表彰を受賞

　　　　　　　　　包括連携で機運の醸成！

『H
ひ

ir
ろ

oB
ば

a』オープン‼

 オリンピック特集 第2弾

コワーキングスペース
＆サテライトオフィス

　コロナ禍によりテレワークなどが普及する中、県外から誘致する企業や起業者、リモートワーク
をする会社員や学生等が活用するスペースを市民交流センターニコリ 3 階に開設します。

■設備等
●サテライトオフィス（２室）
　企業や法人が使うビジネスの拠点となる
　オフィススペース（４名程度利用可能）
●レジデンススペース（４席）
　月単位契約の個人用固定席で住所の使用や
　郵便受けの利用が可能
●フリースペース（17席）
　個人会員やドロップイン（時間借り）で
　専用デスクを利用
●テレワークブース（２室）
　音が外に漏れないよう囲われている部屋で
　Zoom会議などに使用
●パブリックスペース
　飲食や情報交換ができる共有スペース
★その他
　フリーwi-fi、コピー機（有料）、ロッカー（有料）

■開館時間
　９時30分～21時30分（毎月第３月曜休館）
■利用開始（予定）日　４月20日（火）
■利用料金等
●サテライトオフィス※

　入会金 10,000 円 / 月額 25,000 円
●レジデンス会員※

   入会金 2,000 円 / 月額 8,000 円
●フリー会員※

　入会金 1,000 円 / 月額 5,000 円
※入会金は 9 月末まで半額、利用料は入会してから半年間は半額。

●ドロップイン　３時間 500 円 / １日 1,000 円
●テレワークブース　３時間 200 円
■施設運営（申込み）
　㈱まあめいく　☎22ｰ1121

■問い合わせ
　総合政策課 人口対策担当（内線358・359）
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ひ
な
ま
つ
り
展
示

　

ひ
な
ま
つ
り
の
雰
囲
気
を
楽
し

め
る
よ
う
、
七
段
飾
り
・
つ
る
し

雛
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

■
展
示
期
間　
　
　
　
　
　

　

４
月
３
日（
土
）ま
で

■
展
示
場
所　

　

ニ
コ
リ
１
階　

　

共
用
ス
ペ
ー
ス

あ
そ
び
パ
ン
オ
ン
ラ
イ
ン
レ
ッ
ス
ン

（
要
申
込
）

　

世
界
に
た
っ
た
ひ
と
つ
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
パ
ン
を
お
う
ち
で
焼
き
ま

し
ょ
う
♪

■
参
加
条
件　

複
数
有
り

　
　
　
　
　
　

(

要
問
い
合
わ
せ)

■
日
時　

４
月
25
日（
日
）

　
　
　
　

10
時
～
11
時

■
場
所　

参
加
者
の
ご
自
宅
な
ど

■
定
員　

15
組

■
受
講
料　

１
，２
０
０
円 

　
　
　
　
　

(

材
料
費
込
み
）

■
用
意
す
る
物

　

ま
な
板
、
の
し
棒
、
オ
ー
ブ
ン

ト
ー
ス
タ
ー
も
し
く
は
オ
ー
ブ

ン
、
つ
ま
よ
う
じ
、
小
皿
、
ス

ケ
ッ
パ
ー
（
な
く
て
も
可
）

　
『
日
本
百
名
山
』
な
ど
の
著
書

で
知
ら
れ
、
山
を
愛
し
た
作
家
・

登
山
家
の
深
田
久
弥
が
茅
ヶ
岳
で

命
を
落
と
し
て
50
年
。
節
目
と
な

る
今
年
、
久
弥
が
最
後
の
夜
を
過

ご
し
た
能
見
荘（
の
う
け
ん
そ
う
）

で
の
写
真
や
色
紙
な
ど
を
展
示
し

ま
す
。
著
書
や
山
岳
関
係
の
本
と

合
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
き
、
登
山

気
分
を
味
わ
っ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
展
示
期
間　

　

４
月
１
日（
木
）

　
　

～
29
日（
木
・
祝
）

『
Ｌ
Ａ
・
Ｌ
Ａ
・
Ｌ
Ａ
・
さ
く
ら
』

展
示

　

桜
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

〝
図
書
館
で
、
本
の
お
花
見
を
し

ま
せ
ん
か
？
〟
桜
に
ま
つ
わ
る
物

語
や
絵
本
な
ど
桜
関
連
の
選
り
す

ぐ
り
の
本
を
展
示
し
ま
す
。
桜
に

関
す
る
俳
句
・
川
柳
（
五
・
七
・
五
）

も
同
時
募
集
！

随
時
掲
示
し
ま
す
。

■
展
示
期
間　

　

４
月
１
日（
木
）

　
　

～
29
日（
木
・
祝
）

『
こ
ど
も
に
す
す
め
た
い
本

２
０
２
１
』
展
示

　

県
内
の
図
書
館
員
が
昨
年
出
版

さ
れ
た
本
の
中
か
ら
年
代
別
に
お

す
す
め
の
本
を
選
び
ま
し
た
。
山

梨
県
に
ゆ
か
り
の
本
も
あ
り
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
本
と
の
出
会
い
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
展
示
期
間　

４
月
１
日（
木
）

　
　
　
　
　
　

～
６
月
29
日（
火
）

本
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
募
集

　
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
に
あ

わ
せ
て
、
本
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
募

集
し
ま
す
。
小
さ
い
頃
の
思
い
出

の
本
、
人
生
を
変
え
て
く
れ
た
本
、

お
す
す
め
し
た
い
本
な
ど
を
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
一
緒
に
紹
介
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
素
敵
な
本
と
の
出
会
い

が
待
っ
て
い
ま
す
。

■
募
集
期
間　

４
月
１
日(

木
）

　
　
　
　
　
　

～
29
日（
木
・
祝
）

■
展
示
期
間　

５
月
１
日(

土
）

　
　
　
　
　
　
　

～
27
日(

木
）

■
場
所　

児
童
コ
ー
ナ
ー
応
募
箱

朗
読
の
つ
ど
い　

(

無
料)

　

４
月
は
市
内
３
つ
の
朗
読
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
出
演
で
す
。

■
日
時　

４
月
17
日（
土
）

　
　
　
　

14
時
～
15
時

■
場
所　

ニ
コ
リ
３
階

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

■
内
容
（
作
品
名
・
朗
読
者
）

「
供
物
」　
　

浅
田 　

次
郎 

作

朗
読　

春
藤 　

博
子 

氏

「
女
一
人
の
ラ
ラ
バ
イ
」　    　

  

澤
地 　

久
枝 

作

朗
読　

杉
山 　

菊
枝 

氏

「
仙
人
」　
　

芥
川 

龍
之
介 

作

朗
読　

小
澤 　

篤
子 

氏

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー  

ニ
コ
リ

ニ
コ
リ  

イ
ベ
ン
ト

ニ
コ
リ
主
催

イ
ベ
ン
ト

☎
２
２ｰ

１
１
２
１

■
講
師　

野
菜
パ
ン
の
店
ド
・
ド
ウ

　
　
　
　

野
田 

ひ
ろ
み 

氏

■
申
込
方
法　

ニ
コ
リ
総
合
受
付 

　

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

学
ん
で
に
っ
こ
り
第
６
弾（
要
申
込
）

～
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者 

大
村
智
博

士
を
育
ん
だ
風
景
の
中
を
歩
く
～

　

市
内
を
歩
き
、
文
化
や
歴
史
、

魅
力
を
再
発
見
し
ま
し
ょ
う
！

■
日
時　

５
月
15
日（
土
）

　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時
30
分

■
集
合
場
所

　

韮
崎
大
村
美
術
館
駐
車
場　

■
見
学
場
所　

白
山
神
社
、
為
朝

　

神
社
、
武
田
八
幡
宮
な
ど

※
雨
天
時
は
、
ニ
コ
リ
１
階
会
議

　

室
で
座
学
を
実
施

■
定
員　

15
名

※
最
少
催
行
人
数
４
名

■
案
内
人　

韮
崎
市
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　

閏
間 

俊
明 

氏

■
参
加
費　

１
０
０
円

■
申
込
方
法　

ニ
コ
リ
総
合
受
付

　

で
参
加
費
を
お
支
払
い
く
だ
さ

　

い
。

『
図
書
館
か
ら
山
を
望
む
～
深
田

久
弥
没
後
50
年
目
の
節
目
に
～
』

展
示

※
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
に
伴
う
、
多
目
的
ホ
ー
ル
の

利
用
規
則
と
し
て
入
場
者
は
氏

名
・
連
絡
先
・
住
所
の
記
入
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
予
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

※
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
場
合
に
は

ご
利
用
を
お
控
え
い
た
だ
き
ま

す
。

※
会
場
は
入
場
定
員
制
限
が
あ
る

た
め
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ぬ
い
ぐ
る
み
の
お
と
ま
り
会

　

皆
さ
ん
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
図
書

館
に
お
と
ま
り
さ
せ
て
み
ま
せ
ん

か
？
ぬ
い
ぐ
る
み
た
ち
は
夜
の
図

書
館
を
探
検
し
ま
す
。
お
迎
え
時

に
は
ミ
ニ
ア
ル
バ
ム
と
と
も
に
ぬ

い
ぐ
る
み
が
選

ん
だ
お
す
す
め

の
本
を
貸
出
し

ま
す
。

※
今
回
は
ぬ
い
ぐ
る
み
の
み
、
お

　

話
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

　

す
。

■
日
時

　

ぬ
い
ぐ
る
み
の
お
預
か
り

　

４
月
29
日（
木
・
祝
）

　

ぬ
い
ぐ
る
み
の
お
迎
え

　

５
月
１
日(

土
）
以
降

■
対
象　

図
書
館
の
利
用
登
録
を

　

し
て
い
る
小
学
生
以
下
の
子
ど

　

も
■
定
員　

ぬ
い
ぐ
る
み
20
体

大
村
記
念

図
書
館

☎
２
２ｰ

４
９
４
６
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ン
タ
ー
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

貸
出
レ
シ
ー
ト
は
複
数
枚
で
５

冊
以
上
で
も
可
能
で
す
（
た
だ

し
同
一
人
物
の
利
用
者
レ
シ
ー

ト
に
限
り
ま
す
）。

ふ
る
さ
と
歴
史
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク

「
歴
史
薫
る
春
の
新
府
城
跡
を
歩

こ
う
！
」(
無
料
・
雨
天
中
止)

　

気
持
ち
の
良
い
季
節
、
草
花
を

楽
し
み
、
歴
史
を
学
び
な
が
ら
、

春
の
新
府
城
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん

か
？ 

■
日
時　

４
月
24
日（
土
）

     　
　

 

９
時
～
12
時

　

新
府
城
跡
駐
車
場 

９
時
集
合

■
場
所　

新
府
城
跡

■
定
員　

20
名

■
持
ち
物　

飲
み
水
・
歩
け
る
服

　
　
　
　
　

装

■
講
師　

韮
崎
市
教
育
委
員
会

　
　
　
　

閏
間 

俊
明 

氏

■
申
込
み　

４
月
２
日（
金
）よ
り

■
申
込
み　

４
月
３
日
（
土
）
か

　

ら
、
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
か
電

　

話
で
受
付

「
お
は
な
し
会
セ
ッ
ト
」
を
貸
出

し
ま
す
（
限
定
５
セ
ッ
ト
）

　
「
だ
っ
こ
の
会
」、「
お
は
な
し

会
・
折
り
紙
教
室
」
は
し
ば
ら
く

お
休
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
お
は
な
し
会
で
紹
介
予

定
の
絵
本
を
２
冊
セ
ッ
ト
に
し
て

貸
出
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
家
庭
で
お

子
さ
ん
に
読
み
聞
か
せ
を
し
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。
タ
イ
ト
ル
は
開

け
て
の
お
楽
し
み
！

■
日
時　

４
月
10
日（
土
）

　
　
　
　

10
時
か
ら
貸
出
開
始

■
場
所　

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー

５
冊
以
上
本
を
借
り
て
、
期
間
限

定
特
製
「
に
ら
っ
こ
」
し
お
り
を

ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！

　

子
ど
も
の
読
書
週
間
に
、
貸
出

レ
シ
ー
ト
の
本
の
冊
数
が
５
冊
以

上
の
方
に
、
図
書
館
オ
リ
ジ
ナ
ル

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
に
ら
っ
こ
」
の

特
製
し
お
り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
！
こ
の
期
間
に
し
か
も
ら
え
な

い
特
別
な
し
お
り
を
ぜ
ひ
ゲ
ッ
ト

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
期
間　

４
月
17
日（
土
）

　
　
　
　

～
５
月
９
日（
日
）

■
受
取
方
法  

　

期
間
中
の
日
付
で
５
冊
以
上
の

貸
出
レ
シ
ー
ト
を
図
書
館
カ
ウ

Ｈ
ｏ
ｌ
ｉ
ｄ
ａ
ｙ
ち
び
っ
こ
キ
ャ

ラ
バ
ン
（
参
加
費
無
料
）

　

親
子
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
遊
び
、
体

操
、
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
遊
び
、
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
、
親
子
で
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

４
月
3
日（
土
）　

　
　
　
　

10
時
～
12
時

■
場
所　

３
階
に
ら
★
ち
び

※
参
加
自
由
で
す
が
、
当
日
の
来

　

館
予
約
が
必
要
で
す
。

０
歳
児
ひ
ろ
ば

　
　
（
要
予
約
・
参
加
費
無
料
）

　

産
後
マ
マ
の
く
つ
ろ
ぎ
ス
ペ
ー

ス
で
す
。
身
長
・
体
重
測
定
や
子

育
て
相
談
も
で
き
ま
す
。

■
日
時　

　

①
０
～
５
か
月
児

　
　

４
月
７
日（
水
）

　
　

13
時
～
15
時

　

②
６
～
８
か
月
児

　
　

４
月
14
日（
水
）

　
　

13
時
～
15
時

　

③
９
～
12
か
月
児

　
　

４
月
21
日（
水
）

　
　

13
時
～
15
時

■
場
所　

２
階
に
ら
★
ち
び

　
　
　
　

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
２
３ｰ

７
６
７
６

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
記
載
の
内
容

が
中
止
・
変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
各
施
設
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

０
歳
か
ら
の
歯
育
て
講
座

　
　
（
要
予
約
・
参
加
費
無
料
）

　

お
子
さ
ん
の
歯
の
こ
と
、
歯
磨

き
の
こ
と
、
マ
マ
や
ご
家
族
の
歯

の
ケ
ア
に
つ
い
て
、
歯
科
衛
生
士

さ
ん
が
マ
マ
達
の
悩
み
に
答
え
て

く
だ
さ
い
ま
す
。
座
談
会
形
式
な

の
で
、
気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

■
日
時　

４
月
23
日（
金
）

　
　
　
　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　

２
階
に
ら
★
ち
び

　
　
　
　

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

■
講
師　

加
賀
美 

正
江
さ
ん

　
　
　
　
（
歯
科
衛
生
士
）

■
定
員　

未
就
園
児
の
親
子
８
組

■
持
ち
物　

い
つ
も
使
っ
て
い
る

　
　
　
　
　

歯
ブ
ラ
シ

※
要
予
約
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
申
込
み
く

　

だ
さ
い
。

第
12
回
企
画
展

「
峡
北
女
子
教
育
の
先
駆
者

                 

細
田 

さ
だ
の
」
展

　

か
つ
て
中
田
町
小
田
川
に
あ
っ

た
国
本(

こ
く
も
と)

女
学
校
を
ご

存
じ
で
す
か
？

　

明
治
時
代
に
〝
細
田
さ
だ
の
〟

中
央
公
民
館

☎
２
０ｰ

１
１
１
５

と
い
う
女
性
が
開
き
、
主
に
裁
縫

を
教
え
ま
し
た
。
峡
北
地
域
で
は

先
駆
け
と
言
え
る
私
立
女
学
校
で

す
。
女
子
教
育
へ
の
理
解
が
少
な

い
時
代
に
学
び
の
場
を
作
っ
た

「
さ
だ
の
」の
生
涯
を
紹
介
し
ま
す
。

■
期
間　

４
月
１
日（
木
）

　
　
　
　

～
令
和
４
年
３
月
21
日

（
月
・
祝
）

■
開
館
時
間　

９
時
～
17
時

■
休
館
日　

　

月
曜
と
祝
日
の
振
替
休
館
日
等

ふ
る
さ
と

偉
人
資
料
館

☎
２
１ｰ

３
６
３
６

●国民健康保険より
３月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保険者負担
額）は、157,061,015円（前年同月比0.89%増）で、
１人あたりの保険者負担額は、24,253円（前年同月
比3.26%増）でした。引き続き健康に気をつけ医療費
の節約にご協力ください。  

●市の人口　３月１日現在　　     　 　　　 （前月比）

　　男　　14,367 人（うち外国人 260 人） 26 人減
　　女　　14,425 人（うち外国人 270 人） 8 人減
　　計　　28,792 人（うち外国人 530 人） 34 人減
　世帯数　12,639 世帯  6 世帯減
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③
春
の
自
然
公
園
散
策
＆
観
察
会

　

公
園
内
を
散
策
し
な
が
ら
、
春

の
植
物
や
小
鳥
な
ど
を
観
察
す
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

■
日
時　

４
月
25
日（
日
）

　
　
　
　

10
時
～
12
時

■
定
員　

15
名

■
参
加
費　

１
０
０
円

■
申
込
み　

４
月
１
日
～
24
日

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

穂
坂
自
然
公
園

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
３
７ｰ

４
３
６
２

「
蔵
座
敷
」
で
ひ
な
祭
り
（
無
料
）

　

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
民

家
で
飾
ら
れ
て
い
た
雛
人
形
を
、

ご
自
宅
と
は
一
味
違
っ
た
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
中
で
お
楽
し
み
い
た
だ

け
ま
す
。

■
会
場　

民
俗
資
料
館 

蔵
座
敷

■
日
時　

～
４
月
18
日（
日
）ま
で

　
　
　
　

９
時
～
16
時
30
分

※
月
曜
・
祝
日
の
翌
日
休
館
、

　

木
曜
は
13
時
ま
で
休
館

■
問
い
合
わ
せ

　

韮
崎
市
民
俗
資
料
館

☎
２
２ｰ

１
６
９
６

男
性
介
護
者
と
支
援
者
の

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
in
韮
崎

（
入
場
無
料
）

■
日
時　

４
月
10
日（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

■
場
所　

ニ
コ
リ
３
階

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

成
年
後
見
制
度
中
核
機
関
を
設
置

　

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
の

権
利
を
守
る
成
年
後
見
制
度
の
利

用
相
談
窓
口
を
４
月
か
ら
設
置
し

ま
す
。
成
年
後
見
制
度
を
必
要
と

す
る
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
そ
の

ご
家
族
や
支
援
者
の
相
談
に
も
対

応
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
代
表
相
談
窓
口

　

韮
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２ｰ

６
９
４
４

※
市
福
祉
課
、
長
寿
介
護
課
で
も

　

受
付
で
き
ま
す
。

「
史
跡 

新
府
城
跡
」
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集
‼　
　
（
雨
天
中
止
）

　

青
少
年
社
会
参
加
活
動
の
一
環

と
し
て
、
新
府
城
の
歴
史
に
つ
い

て
楽
し
く
学
び
な
が
ら
、
皆
さ
ん

で
一
緒
に
新
府
城
跡
を
き
れ
い
に

し
ま
し
ょ
う
！

■
日
時　

４
月
29
日（
木
・
祝
）

　
　
　
　

10
時
～
12
時

※
受
付
９
時
30
分
～

■
集
合
場
所　

新
府
城
跡
駐
車
場

■
持
ち
物

　

マ
ス
ク
・
軍
手
・
飲
み
物
・
ゴ

　

ミ
ハ
サ
ミ(

あ
る
方)

■
定
員　

親
子
30
組

※
市
内
小
・
中
・
高
生
対
象

※
高
校
生
の
み
個
人
で
の
参
加
可

■
申
込
期
間　

４
月
16
日(

金
）

　
　
　
　
　
　
　

～
23
日（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

韮
崎
市
青
少
年
育
成
推
進
員
連

　

絡
協
議
会
事
務
局

　

教
育
課 

生
涯
学
習
担
当
内

（
内
線
２
６
７
・
２
６
８
）

穂
坂
自
然
公
園
イ
ベ
ン
ト
情
報

①
ヒ
ラ
タ
ケ
植
菌
体
験
教
室

　

食
用
キ
ノ
コ
「
ヒ
ラ
タ
ケ
」
の

菌
の
植
付
け
体
験
を
す
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
植
菌
し
た
原
木
は
お
持

ち
帰
り
で
き
ま
す
。

■
日
時　

４
月
11
日（
日
）

　
　
　
　

10
時
～
12
時

■
定
員　

12
名

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
申
込
み　

４
月
１
日
～
10
日

②
森
林
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
会

　

公
園
内
の
豊
か
な
自
然
を
相
手

に
、
ビ
ン
ゴ
カ
ー
ド
に
書
か
れ
た

も
の
を
探
し
て
歩
く
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

■
日
時　

４
月
18
日（
日
）

　
　
　
　

10
時
～
12
時

■
定
員　

10
組

■
参
加
費　

１
０
０
円

■
申
込
み　

４
月
１
日
～
17
日

　

イ
ベ
ン
ト

広　報
にらさき

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

inform
ation

　

募　

集

　

相　

談

　

お
知
ら
せ

■
定
員　

先
着
50
名

■
内
容　

男
性
介
護
者
講
演
会
等

■
講
師　

津
止 

正
敏 

氏
、
他

■
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
や
ろ
う
の
会
（
清
水
）

☎
０
９
０ｰ

８
３
０
９ｰ

９
３
６
５

桃
花
台
学
園
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

を
開
催
し
ま
す

　

経
度
知
的
障
害
の
あ
る
生
徒
の

企
業
就
労
を
目
指
し
た
県
内
唯
一

の
高
等
支
援
学
校
で
す
。

■
対
象　

中
学
生
等
保
護
者
、教
員

■
日
時　

５
月
21
日（
金
） 

午
前

■
申
込
方
法　

各
中
学
校
に
案
内

　

を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
中

　

学
校
を
通
じ
て
申
込
み
を
し
て

　

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県
立
高
等
支
援
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　

桃
花
台
学
園

　

☎
０
５
５ｰ

２
６
３ｰ

７
７
６
０

地
域
総
合
整
備
資
金
の
貸
付
金
に

係
る
徴
収
事
務
の
委
託
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
地
域
総
合
整
備
資
金

の
貸
付
金
に
係
る
徴
収
事
務
を
平

成
30
年
３
月
12
日
付
け
で
、
一
般

財
団
法
人
地
域
総
合
整
備
財
団
に

委
託
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

産
業
観
光
課 

商
工
観
光
担
当

　
　
　
　
　
　

（
内
線
２
１
４
）

「
甲
府
盆
地
７
都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」 

都
市
計
画

変
更
案
の
縦
覧

　

県
で
は
、
韮
崎
市
を
含
む
甲
府

盆
地
７
都
市
計
画
区
域
の
今
後
の

都
市
計
画
方
針
を
示
し
た
計
画
案

を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
次
の
と

お
り
縦
覧
し
ま
す
。

■
期
間　

４
月
12
日(

月
）

　
　
　
　

～
26
日(

月
）

　
　
　
　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
　
　
　

(

土
・
日
は
除
く
）

■
場
所　

県 

県
土
整
備
部
都
市 

　

計
画
課
、
中
北
建
設
事
務
所
都

　

市
整
備
課
、
市
建
設
課

●
案
に
つ
い
て
意
見
が
あ
る
場
合
、

　

意
見
書
を
提
出
で
き
ま
す
。

■
対
象　

韮
崎
市
の
住
民
と
利
害

　

関
係
者

■
提
出
方
法　

意
見
の
要
旨
お
よ

　

び
理
由
、
住
所
、
氏
名
等
を
記

（有料広告）
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★
マ
ス
ク
の
着
用
や
手
洗
い
、
う
が
い
な
ど
基
本
的
な
感
染
対
策
の
継
続
と
徹
底
に
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
み
ん
な
で
コ
ロ
ナ
の
危
機
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

　

載
し
た
書
面
を
持
参
ま
た
は
郵

　

送
に
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
間　

４
月
12
日(

月
）

　
　
　
　
　
　
　

～
26
日(

月
）

　
　
　
　
　
　

17
時
15
分
ま
で

（
郵
送
の
場
合
必
着)

■
提
出
先

　

山
梨
県
中
北
建
設
事
務
所

　

都
市
整
備
課

　

〒
４
０
０ｰ

０
０
６
５

　

甲
府
市
貢
川
二
丁
目
１ｰ

８

　

☎
０
５
５ｰ

２
２
４ｰ

１
６
７
１

■
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県
県
土
整
備
部都

市
計
画
課

　

☎
０
５
５ｰ

２
２
３ｰ

１
７
１
６

【材料（2人分）】
・じゃがいも………240㌘
・ブロッコリー…小房４個
・茹で卵………………１個
・アンチョビ…………１枚
・塩、黒こしょう……少々
Ⓐマヨネーズ……大さじ２
Ⓐおろしにんにく……少々

ご存知ですか？
【電子レンジで、チン・時間短縮】
　　野菜をレンジでチンすることで栄養が失われず、無駄なく・時間短
　縮になり、ラクに調理することができます。

知っ得！食育ひろば ー 食改推の簡単レシピ！ ー

「じゃがいものアンチョビマヨサラダ」
簡単！美味しい！無駄なし！

令和３年度 行政組織の見直しについて

課・担当名 見直し後の事務分掌

営
繕
住
宅
課

住宅管理
担当

市営住宅、持家住宅、住宅耐震化、
建築確認 など

建築営繕
担当

市有施設の設計、監理、市有建築
物の営繕 など

建
設
課

計画管理
担当

都市計画に関すること、法定外公
共物、地籍調査、ハザードマップ、
公園管理 など

■問い合わせ　秘書人事課 人事行革担当
　　　　　　　　　  (内線322・325・326)

パブリックコメントを募集しています

【
作
り
方
】

①
じ
ゃ
が
い
も
は
皮
つ
き
の
ま
ま
１
個

ず
つ
ラ
ッ
プ
で
包
み
、
電
子
レ
ン
ジ

に
２
個
並
べ
て
６
０
０
ｗ
で
４
分
加

熱
し
、
裏
返
し
て
さ
ら
に
１
分
加
熱

す
る
。
熱
い
う
ち
に
じ
ゃ
が
い
も
の

皮
を
む
く
。

②
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
ラ
ッ
プ
に
包
み
、

　

電
子
レ
ン
ジ
６
０
０
ｗ
で
１
分
加
熱

し
冷
水
に
と
り
、
冷
え
た
ら
し
っ
か

り
水
気
を
ふ
く
。
茹
で
卵
は
４
等
分

に
切
る
。

③
ア
ン
チ
ョ
ビ
は
包
丁
で
た
た
い
て
Ⓐ

と
ボ
ウ
ル
で
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

④
③
に
①
の
じ
ゃ
が
い
も
を
入
れ
て
崩

す
よ
う
に
全
体
を
混
ぜ
塩
で
味
を
と

と
の
え
、
器
に
盛
り
②
を
飾
り
最
後

に
黒
こ
し
ょ
う
を
か
け
る
。

【
栄
養
量　
（
１
人
分
）】

　

エ
ネ
ル
ギ
ー　

２
３
２
㌔
㌍

　

食
塩
相
当
量　

０・７
㌘

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
づ
く
り
課 

健
康
増
進
担
当

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内)

　

☎
２
３ｰ

４
３
１
０

● 韮崎市営総合運動場整備基本計画の改定
　 （案）にご意見をお寄せください

　建設以来40年以上が経過し、老朽化が懸念される
市営総合運動場の整備について、令和２年５月に策定
した基本計画の改定（案）を作成しましたので、その
内容を公表します。

■閲覧場所　市役所 1 階情報公開コーナー、市ホーム
　ページ、教育課窓口、市営総合運動場体育館
■閲覧・意見募集期間  ４月12日(月)～５月７日(金)
■提出方法　意見の要旨およびその理由と、住所、氏
　名、連絡先をご記入のうえ、郵送（当日消印有効）、
　FAX、電子メール、持参のいずれかの方法
■提出先・問い合わせ
　教育課 スポーツ施設整備担当（内線 272）
　 23ｰ1215　✉kyouiku@city.nirasaki.lg.jp

● 峡北広域行政事務組合消防本部消防署所
　 適正配置計画（案）にご意見をお寄せ
　 ください

　北杜市内の消防署所の再編を進めるにあたり、配置
計画（案）を作成しましたので、 その内容を公表します。

■閲覧場所　組合ホームページ、組合総務課窓口
■閲覧・意見募集期間
　４月15日（木) ～５月20日（木）
■提出方法　組合ホームページ

　　（https://www.kyohoku-koiki.jp/）を参照
■問い合わせ　峡北広域行政事務組合
　　　　　　　総務課 総務担当　☎22ｰ3311

　更なる行政サービスの充実と組織の効率化
を図るため、総務課の建築営繕部門と建設課
の住宅管理部門を統合し、「営繕住宅課」を
設置することとしました。担当業務は次のと
おりです。

※建設課 建設土木担当と農林土木担当は変更あり
　ません。
※場所の変更はありません（市役所２階）。
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ミニＳＬ 運行開始！

「日本百名山」の著者「日本百名山」の著者

 深田久弥没後深田久弥没後５０５０年年 ＆＆ 第第４０４０回回深田祭記念事業深田祭記念事業

4.174.17［土］［土］（入場無料）（入場無料）
東京エレクトロン韮崎文化ホール東京エレクトロン韮崎文化ホール
大ホール大ホール
開場開場 14時（定員 300名) 14時（定員 300名)
開演セレモニー開演セレモニー 14時30分 14時30分
特別講演特別講演 15時 15時
　　「父・深田久弥」（仮題）　　「父・深田久弥」（仮題）
　　　　　　　　講師：深田 森太郎 　　　　　　　　講師：深田 森太郎 氏氏
記念シンポジウム記念シンポジウム 16時 16時
　「南アルプスの魅力と　「南アルプスの魅力と
　　With コロナ時代の登山の楽しみ方｣　　With コロナ時代の登山の楽しみ方｣
閉演閉演 17時（予定） 17時（予定）
※ご来場の際は、マスクの着用をお願いします。※ご来場の際は、マスクの着用をお願いします。
※ホール入口での検温、手指の消毒にご協力くだ※ホール入口での検温、手指の消毒にご協力くだ
　さい。

4.18［日］（雨天決行）
茅ヶ岳 深田記念公園茅ヶ岳 深田記念公園（穂坂町柳平）（穂坂町柳平）
受　付受　付 ８時 ８時　検温にご協力ください。検温にご協力ください。

碑前祭碑前祭 ８時30分 ８時30分    参加自由　献花・献酒ほか参加自由　献花・献酒ほか

記念登山記念登山
■受付■受付　７時　７時
　　　　碑前祭に出席しない方は随時出発　　　　碑前祭に出席しない方は随時出発
　　　　※登り2.5時間・下り1.5時間　　　　※登り2.5時間・下り1.5時間
            ※山行のできる服装で昼食・雨具等持参            ※山行のできる服装で昼食・雨具等持参
　　　　※下山の際は、尾根ルートの利用にご協　　　　※下山の際は、尾根ルートの利用にご協
　　　　　力をお願いします。　　　　　力をお願いします。
■参加費■参加費　1,000円　1,000円（中学生以下500円）（中学生以下500円）

ガイド付トレッキングガイド付トレッキング
　碑前祭閉式後、地元山岳会のインストラク碑前祭閉式後、地元山岳会のインストラク
ターが同行して、茅ヶ岳頂上を目指します。ターが同行して、茅ヶ岳頂上を目指します。
■出　発■出　発　９時15分から随時（予定）９時15分から随時（予定）
■参加費■参加費　1,000円1,000円（中学生以下500円）（中学生以下500円）

■申込み■申込み　４月12日(月４月12日(月))まで（☎22ｰ1991）まで（☎22ｰ1991）
※ JR 韮崎駅から無料送迎があります。詳しくは※ JR 韮崎駅から無料送迎があります。詳しくは
　 お問い合わせください。　 お問い合わせください。

   新型コロナウイルス感染症の状況により、中
止または一部内容を変更する場合があります。
■問い合わせ
　深田祭実行委員会　☎22ｰ1991

市の魅力を多くの方に伝えるため、市内のイベント
や地域の話題等を取材し、記事を作成する“市民記者”
を募集します。たくさんの魅力を一緒に発信しましょ
う！

■対 象 者　
　市の魅力と情報を市内外に発信
する意欲があり、写真撮影に係る
機材等を用意できる個人または団体。

■活動期間 登録された日から
　　　　　　令和４年３月31日（木）まで
　※記事の作成は１回からできます。
■謝　　礼 あり（予算の範囲内）
■掲載媒体 広報にらさき、市ホーム
　　　　　　ページ、市公式ＳＮＳ
　詳細は市ホームページをご覧いただ
くか、お問い合わせください。

■問い合わせ 総合政策課 政策推進担当（内線 356）

　中央公園ミニＳＬは、４月４日から運行
を開始します。緑の木々の中を走り抜ける
ミニＳＬに乗車してみませんか。
※来園の際は、マスクの着用をお願いします。

■運行日時（雨天運休）
　４月～10月の日曜日・祝日
　10時～12時・13時～16時

■料金　１回100円　
　※３歳未満は、保護者と同乗で無料
　☆５月５日のこどもの日は全員無料！
■問い合わせ　建設課 計画管理担当
　　　　　　　　　　　　　    (内線251)

月 運行日
4月 4日 11日 18日 25日 29日
5月 2日～5日 9日 16日 23日 30日
6月 6日 13日 20日 27日
7月 4日 11日 18日 22日 23日 25日
8月 1日 8日 9日 15日 22日 29日
9月 5日 12日 19日 20日 23日 26日

10月 3日 10日 17日 24日 31日

市民記者を募集します‼

前日祭 第40回深田祭




